　　　　　　　石川民医連２０１７年全職員研修会開催要項（案）　　　　　Ver2.0　　　
Ⅰ．はじめに
Ⅱ．研修会の概要
　　　【名称】　２０１７年石川民医連全職員研修会　　　　　実行委員長　野口卓夫

　　　【日時】　２０１７年１１月１９日（日）　９：３０～１６：００
【会場】　石川県地場産業振興センター　
　　　　　　　（金沢市鞍月２丁目１番地、電話：０７６－２６８－２０１０）
　　　　　午前：全体会 （本館ホール）　 午後：分散会等 （本館各会場）
　　　【テーマ】「　　　　　　　　　　　　　　　　　」(検討中)
【プログラム】（予定）
　　　　９：３０～　　　　　　　　　 開会　
　　　  ９：３０～１２：００ 　　　　１５０分

　　　　　　　　　　　　全体会　　
　　　　　　　　　　　　特別報告

　　　１２：００～１３：００ 　昼食休憩　　　　　６０分

　　　　　　　　＊ランチョンセミナーは昨年に引き続き開催はありません
　　　１３：００～１６：００ 　　　　　　　　　１８０分
　　　　　　　　　分散会、分科会、ミニ研修会　　８０人　×　５会場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第２、３、４、６、７研修室）
　　　【参加規模】　５００名程度
　　　【参加対象】　民医連職員及び共同組織、医系学生の方々
Ⅲ．演題募集について
　１．テーマや県連５カ年計画に沿った視点、各事業所や分野での経験の発表を募集し、研修会とし
　　　ての討議や課題を共有するために、分散会による口演発表を行います。
　２．「平和と憲法・社会保障に関する取り組み」「共同組織の活動」「医師の確保と養成」「職員育成・
　　　教育活動」「医療・介護・福祉の実践」「地域包括ケア」「経営活動」「学術活動」など各分野か
　　　ら、また県連５カ年計画につながる発表を求めます。
　　　特に、民医連の医療介護活動の新しい2つの柱－「貧困と格差、超高齢者社会に立ち向かう無
　　　差別平等の医療・介護の実践」「安全、倫理、共同のいとなみを軸とした総合的な医療・介護の
　　　質の向上」の提起を受けて、各事業所での議論や実践について積極的に発表をお願いします。
　　演題の応募　７月　３ 日（月）～　８月１４日（月）
　　演題の採否　８月１４日（月）　決定
　　抄録提出　　７月　３日以降受付、　〆切９月２２ 日（金）
　３．【演題募集】
　　　①演題応募は「演題申込用紙」に記載していただき、メールで受付けます。「用紙」は各事業所
　　　　管理者を通して配布します。また、石川民医連のホームページ「全職員研修会」からもダウ
　　　　ンロードして利用できます。
②演題応募に当たっては、職場管理責任者（事業所管理者）の確認を受けて応募して下さい。
③演題の数は、討議時間を十分に保障するため、1演題の発表時間は８分、討論時間７分とし、
　１つの分散会１２題程度とします。おおよそ６０演題です。
　４．【抄録の提出と作成について】　　　　※【参考資料】「抄録作成にあたっての注意点」も参照
　　　①抄録は「抄録用紙」に記載し、メールで受付けます。「抄録用紙」は各事業所管理者を通して
　　　　配布します。また、石川民医連のホームページ「全職員研修会」からもダウンロードして利
　　　　用できます。
②抄録は原則「word」で作成して下さい。全角８００字以内（厳守）、フォントの大きさは１０
　ポイント以上でお願いします。表・グラフ・画像は使用できません。
③抄録は公開されることを前提に、個人情報には留意して下さい。また、利益相反の有無に
　ついての記載、「倫理的配慮」に関しては必ず述べて下さい。「抄録作成にあたっての注意点」
　（添付資料・第１３回全日本民医連学術・運動交流集会の募集要項より抜粋）も読んでいた
　だき、参考にして作成して下さい。
④演題名、発表者（筆頭）・共同研究者、事業所名、部署、「討論で深めたい点」等を全て記入
　して下さい。
⑤作成した抄録原稿は、９月２２日（金）１７：００までにメールで送付して下さい。
　　　メールの宛て先　min-iren＠ｍ2.spacelan.ne.jp
　　　メールの題名は　「2017全職応募　（氏名）」として下さい。

⑥紙媒体での提出は、受け付けません。コンピュータの使用やインターネット環境でお困りの
　発表者の方は県連事務局までご相談下さい。

≪学術的内容の場合≫

　●　発表の【目的】、とりくんだ【方法・対象】、その【結果】がどうなったか、【考察】、【ま
　　　とめ】を明瞭になるように記載して下さい。できるだけ【　】　内の表記に沿った形
　　　で本文を区分し、分かりやすい抄録に完成させて下さい。
≪運動的内容の場合≫

　●　どのような【課題】について、どういう形でどう【運動・取り組み】をし、その【結果】　
　　　がどのようになったか。取り組みによって職員や共同組織、地域がどのように変化した
　　　か、その【教訓】は何か、【考　察】あるいは【提言】などを明瞭になるように記載して
　　　下さい。できるだけ【　】内の表記に沿った形で本文を区分し、分かりやすい抄録に
　　　完成させて下さい。
⑦提出された抄録は、5つの分散会にわけて、座長団で発表の準備を進めます。査読を行い、
　発表と必要な相談を行います。印刷用抄録の〆切を１０月２３日（月）１７：００とします。
　メールで送付して下さい。
Ⅲ．分散会について　　（分科会、特別分科会の設定があれば変更）
　１．分散会の運営について

　　　①分散会は県連理事、県連各委員会の委員で座長団を編成し、運営します。

②発表時間は、１演題につき８分、討論時間７分です。座長団の判断で、発表内容演題をまと
　めて発表の後、討論する場合もあります。
③なるべくパワーポイントを使用して発表して下さい。パワーポイント操作は、ご自身か職場
　の仲間等でお願いします。

④口述のみの演題発表の場合は、配布資料として８０部用意していただき、分散会会場の出入
　り口で、各自で、参加者へ配布できるようにして下さい。
⑤当日の資料配布がある場合も、配布資料として８０部用意していただき、分散会会場の出入
　口で、各自で、参加者へ配布できるようにして下さい。
⑥発表者は当日発表後、発表原稿を必ず各分科会座長へ提出して下さい。
　２．発表について
①パワーポイントを使用して発表をお願いします。時間内であれば枚数制限はありませんが、
　発表時間を厳守して下さい。
　　　②円滑な運営のため発表に使用するパワーポイントは事前提出とします。会場での発表データ
　　　　の差替えは不可として、期間内のデータ登録をお願いします。
　　　
　　　　【パワーポイントデータの提出】　　１１月６日～１1月１０日とします。

　ＣＤ・ＤＶＤやＵＳＢの記憶媒体で提出下さい。提出について、コンピュータの使用やイン
　ターネット環境でお困りの発表者には、各事業所の方で特別の配慮とサポートをお願いしま
　す。
③今回、動画や音声の組み込みによる発表はできません。また、発表者持ち込みのパソコン使
　用、タブレット端末、スマートフォンを使用して動画や音を流すことも、今回は不可としま
　す。
　３．分散会の運営は理事を

Ⅳ．各事業所への参加目標と、運営の分担
　１．参加目標
　２．運営の分担
Ⅴ．その他
　１．当日は保育の体制をとります、希望の方は利用下さい（小学生以下でどうか）。
　２．昼食は、例年のお弁当を用意します。
　３．全職員研修会に関する問い合わせ
　　　宛て先　　県連事務局のメール　　min-iren＠ｍ2.spacelan.ne.jp
　　　　メールのタイトルの最初に「17全職」と入れてもらうと識別できます。ご協力をお願します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　参考資料
　　　　　　　抄録作成にあたっての注意点　
　　　　　　　　　　　　　　　　　－第13回全日本民医連学術・運動交流集会募集要項から　～
前回集会以降の２年間を反映した取り組み、困難な中での工夫など、個性的な演題をお寄せ下さい。
抄録を書く上での注意点を確認しておきましょう。
　①演題名のつけ方は、何が新しい視点でありポイントなのか、わかりやすいものが好評です。また演
　　題名は、抄録のなかでは繰り返さないようにしましょう。
　②抄録の構成は、学術的内容の場合は【目的】【方法・対象】【結果】【考察・まとめ】の４点が明
　　瞭となるように記載しましょう。【背景・動機】についても記入があるとより丁寧です。運動的内
　　容の場合は【課題】【運動・取り組み】【結果】【教訓】【考察または提言】が明瞭になるように
　　しましょう。「倫理的配慮」について必ず述べて下さい。（※詳しくは後述の⑦を参照して下さい。）
　③できるだけデータや具体的事例を入れましょう。参加者が抄録を読んで、その分科会に参加したく
　　するためには、内容をイメージできることが大切です。
　④適切な「分類項目」を選びましょう。
　⑤略語、略称は、初めに出てくるところで（ ）で説明を加えましょう。
　⑥利益相反の有無について記載をお願いします。
　　　＊利益相反とは教育や研究によって特定の企業の活動に深く関与し、研究者個人が得る利益と公
　　　　正な教育・研究における責任とが衝突・相反する状態のことです。
　⑦「倫理的配慮」に関しては、必ず述べて下さい。「倫理的配慮」は１～６のポイントを押さえて下
　　さい。なお「倫理的配慮」がなされていない演題は採用致しません。
　
【倫理的配慮６つのポイント】
１　研究対象者へは研究内容および研究結果の公表等について説明をし、対象者の自由意志で諾否が決
　　定され、承諾が得られたのかを明記して下さい。対象者の判断能力が低下していると考えられる場
　　合（たとえば重度の認知症、急性期の状態にある精神障害者、重度の意識障害者など）は、本人に
　　代わる重要他者から承諾が得られた旨を明記して下さい。倫理委員会等組織的な確認を得て下さい。
２　研究対象者へのプライバシーの配慮として、抄録の記述内容で研究対象者が特定できないようにし
　　て下さい。固有名詞（当院・当病棟も含む）、写真などを掲載する場合は、研究結果を示すのにど
　　うしても必要な場合のみにし、掲載することで研究対象者が特定できないよう十分配慮し、掲載の
　　承諾を得られた旨を明記して下さい。
３　研究への参加によって対象への不利益や負担が生じないように配慮し、その旨を明記して下さい。
４　個人情報の取り扱いは、個人情報保護法、「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取り
　　扱いのためのガイドライン」（厚生労働省、2004年）、「看護者の倫理綱領」（日本看護協会、2003
　　年）および所属施設の規定に従って下さい。
５　文献から図・表や本文を引用する場合は、著作権に配慮し出典を明記して下さい。
６　既存の尺度を使用する場合は尺度の作成者から承諾を得ていること、あるいは出典を明記して下さ
　　い。
